
令和 7 年度 認定こども園 たから幼稚園 ２月（第２回）自己評価結果の報告 

本園では、年 2 回「教育・保育の自己評価」を、下表にあるような合計 71 の視点から行っています。その結

果のまとめについて、下記の通り公表いたします。今年度の 2 回目となります。 

この評価結果を踏まえ、今後もよりよい教育・保育が提供できるよう努めてまいります。 

 〈令和８年３月３１日  認定こども園 たから幼稚園〉 

〈評価の方法〉  １点：たいへんよい ２点：よい ３点：一部検討を要する ４点：改善を要する 

項目 内   容 評点 評価と課題 

保
育
・
教
育
理
念
と 

 
 

 
 

 

目
標 

① 保育・教育理念「ひとりひとりを尊重する」ことを意識して、毎日実践し

ている 

② 「安心して健やかに生活できる環境を整えます。」 

③ 「信頼関係を築くことで、情緒の安定を図ります。」 

④ 「一日の中に絵本の読み聞かせの時間を位置付けています。」 

⑤ 「豊かな遊びの中で育ちあい、自信や意欲、主体性を育みます。」 

⑥ 「生活する中で見通しを持ち、自分で考え、行動できる力を育みます。」 

1.78 

1.68 

上段：今回 

下段：前回 

子ども一人ひとり

と丁寧に関わるこ

とを大切にしてき

た。より多様な体

験ができるよう遊

びの環境について

皆で考えたい。 

学
年
の
重
点 

① ０歳児：生理的欲求を満たし生活リズムが整う 

特定の大人との信頼関係を育み、情緒の安定を図る 

② １歳児：行動範囲を広げ探索活動を盛んにする 

③ ２歳児：象徴機能（言葉、ふり、見立て、ごっこ）や想像力を広げながら 

生き生きと遊ぶ 

④ ３歳児：身近な保育者や友だちと色々な環境に関わる中で、自分のしたい 

遊びを見つけ、十分に遊ぶ 

⑤ ４歳児：友だちとの信頼関係を深め、色々な経験を通して自分なりに感情 

を表現する 

⑥ ５歳児：豊かな遊びの中で友だちと共に育ちあい、意欲的、主体的に活動 

に取り組む 

1.63 

1.42 

各学年とも、意識

して業務が進めら

れている。 

遊びの中で子ども

達同士やり取りを

していくうちに、

遊びが深まったり

発展したりしてい

る。 

保
育
・
教
育
、
保
護
者
と
の
関
係 

① 月案・週案は子どもの実態に即して適切に立案している・されている 

② 時程は、子どもの実態に見合ったものである 

③ 環境構成を意識した指導の方法や過程を常に工夫している 

④ 行事は、子どもの発達段階に応じて、無理のない計画・内容になっている 

⑤ 一人ひとりの子どもの発達について見通しをもって保育している 

⑥ 子ども一人ひとりを観察し、ありのままの姿を受け入れるようにしている 

⑦ 評価（反省）、資料を集積している 

⑧ 評価結果をもとに、指導の改善に努めている 

⑨ 子どもとの温かなやりとりやスキンシップを常に心がけている 

⑩ 子どもの話をよく聞くようにしている 

⑪ 個々の子どもの様子は、直接保護者と話をしたり、連絡帳・電話などを使

ったりして共有している 

⑫ 子どもや保護者との対応には、公平さを欠かないようにしている 

⑬ 所謂「不適切保育」や虐待とは無縁の保育を実践している 

1.99 

1.79 

現状でも子ども達

にとって良い保育

だが、「主体的」と

いうところにフォ

ーカスして、子ど

も達の意見を今以

上に取り入れてい

くとよい。 

日々の保育にもっ

と生かせるように

記録・評価を工夫

したい。 

特
別
支
援
教
育 

① 特別なニーズを持つ子どもへ、適切な支援がなされている・している 

② 特別なニーズを持つ子どもの保育について、定期的に話し合う機会を持つ

など、子どもに合わせた個別の支援計画を立てている 

③ すべての子どもが、お互いの良さを感じ取るように保育の配慮をしている 

④ ユニバーサルデザインの考え方をもとに、保育環境を整えている 

⑤ 療育・医療機関などの専門機関から、子どものスペシャルニーズについて

必要に応じて助言を受けている 

⑥ 保護者と子どもの具体的な姿を伝え合うことを通して、適切な関係を築こ

うとしている 

2.06 

2.03 

みんなで助け合い

ができる雰囲気づ

くりを大切にして

きた。面談や関係

機関との連携によ

り、必要な支援の

共有できている。

ユニバーサルデザ

インが課題。 



園
の
組
織
・
運
営 

① 保育・教育理念「ひとりひとりを尊重する」ことを常に意識して、園は運

営されている・している 

② 能率的・合理的な運営組織になっている 

③ 自分の園務分担が、明確に理解できている 

④ 全体の職務内容が明確で、協働できる体制になっている 

⑤ 職員の配置は、適材適所である 

⑥ 職員一人ひとりの立場が理解されて、シフトが組まれている 

⑦ 園長など管理的職員は、職員の立場や考えを受け止めている 

⑧ 職員一人ひとりの気持ちが、互いによく理解されている・している 

⑨ 職員間の報告・連絡・相談が確実になされている・している 

⑩ 会議（職員会、学年会や主任会など）を適切かつ効率的に進めている 

⑪ 打ち合わせの回数、時間、内容は適切である 

⑫ ひとの意見を素直な気持ちで聞いたり、自分の意見を述べたりすることが

できる 

2.19 

2.06 

保育・教育理念が

大切にされ、いつ

も意識しながら丁

寧な運営がなされ

ている。 

 

報連相を大事にに

する中で、保育者

一人ひとりの保育

への思い、保育者

としての一番楽し

い部分が話し合え

るといい。 

研 
 

修 

① 幼児や教育・保育に関する情報を日頃から得ようとしている 

② 社会情勢や季節の変化などを感じ取る感受性を大切にしている 

③ 適切な研修の機会が与えられている 

④ 研修の内容や回数は適当である 

⑤ 自らの判断で、園の内外での研修・研究活動に積極的に参加している 

⑥ 毎日の実践の中で課題を見つけ、その課題の解決のために計画的に自己研

鑚に努めている 

⑦ 研修の成果を日常の保育に生かし、子どもの育ちに反映させている 

2.14 

2.11 

研修に参加する職

員が増えている。 

自ら進んで研修す

る意識を一層育

て、保育力量の向

上に努める。 

給 
 

食 

① 子どもの体調に応じ食事の量を調整している 

② その日の昼食の食べ具合などを必要に応じて保護者に知らせている 

③ 子どもが楽しく食べることができるように、食育の計画を作成している 

④ 食物アレルギーのある子どもに対して、園医やかかりつけ医と連携して除

去食を取り入れるなどの配慮をしている 

1.75 

1.70 

おいしい給食が提

供できている。 

食育も次第に充実

してきている。 

情
報
管
理
と 

情
報
発
信 

① 個人（園児、職員）に関わる情報は、適切に扱われ、管理されている 

② 内容、回数など、コドモンでの情報発信の仕方が適切である 

③ ホームページが、園の情報提供手段として活用されている 

④ 園だよりや学級だよりで、園や学級の様子などの情報を適切に伝えている 

1.91 

1.70 

インスタなど情報

発信の手段が充実

してきていて良

い。ただ、過多に

ならない、正確に。 

子
育
て
支
援 

① 園は子育てに関する情報を積極的に発信している 

② 園は子育てに関する相談を積極的に受け付けている 

③ 「子育てについて」など、保護者を対象とした学習の機会を設定している 

④ 地域の子育てセンターとして、園庭、保育室等を開放している 

⑤ 地域に開かれた園づくりができている 

1.90 

1.83 

多くの親子の参加

があり、楽しんで

いる様子が嬉し

い。もっと低い年

齢層の参加も増や

したい。 

環
境
美
化
・
安
全
管
理 

① 清掃や壁面づくり、花を飾るなど、環境の美化・整備に努めている 

② 園舎・園庭の施設・設備の安全点検を計画的に行っている 

③ 遊具・用具等を活用しやすいように整理・保管している 

④ 園での健康状態や出欠情報の管理は適切である 

⑤ 怪我や事故への対応の仕方を理解している 

⑥ 避難訓練を、計画に基づいて適切に実施している 

⑦ 不審者に対する周到な配慮を行っている 

⑧ 子どもの安全確保のため、家庭・地域・関係機関と連携を図っている 

1.95 

1.93 

子どもの安全や健

康状態の把握など、

丁寧に行われてい

る。 

花を飾ったり、美

化に力を入れたり

することが、一層

求められている。 

 


